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国別開発協力第三課

イラク安定化のための包括的支援を提供し、経済成長のための石油収入の増加を含む産
業振興と多角化、電力、上下水道等の経済基礎インフラの強化、保健医療・教育等を含む
生活基盤の整備等を重点分野としている。

日本の対イラク支援政策

●日本は、2003年のイラク復興支援会合にて、
最大50億ドル（円借款35億ドル、無償15億ドル）の支援パッケージを発表。

2003年の対イラク支援パッケージ： 50億ドル

●研修員受入れ開始
以降，10,649人のイラ
ク政府関係者がJICAに

よる研修に参加（本邦、
第三国）（2024年1月末
現在）。2003～2024年
1月末までの累計人数
は、9,575人。
【研修分野】
エネルギー，農業，
保健・医療，法・司法，

地雷除去、カバナンス
等

●近年、農業、灌漑、
労働安全の技術協力
プロジェクトを実施（研
修、短期派遣中心）。

技術協力

パリクラブ合意を踏まえ，

計約67億ドルの

債務を削減。
（2008年12月完了）

債務削減

現在の支援実績
合計約１兆5,428億円（約138億ドル）

沈船除去
（円借款「港湾整備計画」）

浚渫船（海底の土砂除去用の船）の修理
（円借款「港湾整備計画」）

バスラ製油所
（円借款「バスラ製油所改良計画」）

約3,114億円（約27億ドル）35案件約1兆2,314億円（約111億ドル）
E/N締結済

【主な支援分野】
• 石油・ガス : 8案件（約5,630億円）
• 電力 : 9案件（約2,534億円）
• 上下水道 : 8案件（約2,222億円）

約1,149億円（約10億ドル）
実施済み・実施中

【支援分野】
保健・医療、食料、
難民保護等

円借款

国際機関拠出金

約1,964億円（約17億ドル）
E/N締結済

【支援分野】
電力、上下水、

保健・医療、教育等

無償

無償＋国際機関拠出金


